
令和７年度のスタートにあたって
校 長 神近 正

新年度のスタートに際し、ご挨拶申し上げます。

昨年度は、佐賀県において北部九州総体２０２４（令和６年度全国

高等学校総合体育大会）及びＳＡＧＡ２０２４国スポ・全障スポが開

催され、学校行事の計画の見直しや変更せざるを得ない状況の中でも

多くの生徒が本大会や大会補助員として携わり、生涯において二度と

経験することができない貴重な経験だったのではないでしょうか。更

に創立８０周年記念式典の中では、本校ＯＢのである本田技術研究所

代表取締役社長 大津啓司様に「社会でかつやくするためのヒント」

について貴重なお話を聴くことができ、生徒・職員にとっても大変有

意義な講演になったと思います。これまで一つ一つの貴重な経験を大切に積み重ねながら、

今日まで築いてきた唐津工業高校の校風を大切にし 「唐津の地域に根ざし、これからも必、

要とされる学校 「地域に貢献する人材育成」を目指し、明るく活気がある唐津工業高校を」、

築き上げていきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。

「ものづくりによる人づくり 「部活動等に今年度も、これまでと同様に学校経営方針の 」

。 、 、よる人づくり」という２本の柱を継承していきます 多くの経験を重ね 自分に自信を持ち

信頼される人材として、各方面で活躍できるような人づくりに取り組んでいきたいと思いま

す。また、校訓 の言葉のとおり、計画を立て行動を起こし、達成す「起て 「察よ 「邁け」」 」

るために努力し、夢の実現を目指し突き進んでいく。という、継続的な取り組みができるよ

う支援していきたいと思います。

新入生の皆さん、高校は、義務教育ではありません。皆さんは自ら選択し、自分の意志で

唐津工業高校に入学されました。高校で学ぶということは、社会人として必要な人間力（忍

耐力、挨拶、マナー、人の話をしっかり聞くなど）を学ぶということです。すなわち、高校

は社会人になるためのトレーニングの場であるということです。そのためには、〇挨拶をき

ちんとする。〇掃除をしっかりやる。〇人に迷惑をかけない。など、当たり前のことがきち

んとでき、周りから信頼される（適切な外見、適切な言葉遣い、適切な振る舞いができる）

人間に成長することが必要です。自分で考え、判断し、行動する、失敗を恐れずにチャレン

ジできる生徒を目指しで欲しいと願っています。

今年はどんな一年になるか分かりませんが、生徒の皆さんと共に魅力ある唐津工業高校を

作っていきましょう。よろしくお願いします。
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行事は変更することがあります。ご了承下さい。

日 曜 時 学 校 行 事 日 曜 学 校 行 事

火 年度末休業 木1 1

スポーツテスト・身体測定( )2 2水 金 PM

木 土 憲法記念日3 3

金 新入生物品販売( ～ ､体育館) 日 みどりの日4 410:00 13:00
土 月 こどもの日5 5

日 火 振替日6 6

月 特 水 ①7 7 HT
火 特 木 英小ﾃｽﾄ①8 8基礎力診断ﾃｽﾄ(※④3年:キャリパス) ⑤入学式準備

水 特 金 ( )9 9入学式(頭髪服装検査) 年生 家庭学習2,3 SC PM
総会10 10木 特 土自転車点検 PTA

金 特 個人面談 日11 11体験入部１

土 月12 12

日 火 歯科検診(全)13 13

月 Ｃ 水14 14①②ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ( 年)､⑥科集会､体験入部２1

( )15 15火 Ｃ 体験入部３ 個人写真撮影( 年) 木 数小ﾃｽﾄ①PM,3 SC PM

水 Ｃ 金16 16部活動編成､個人写真(終日 ･ 年)､生徒保健委員会,1 2

木 Ｃ 朝の読書開始 土17 17

金 Ｃ 日18 18

土 月 総体前短縮授業19 19

日 火 心臓検診( 年)20 20 1
月 Ｃ ⑥ ( 年 波戸岬研修事前指導) 水 ②21 21HR 1 : HT

耳鼻科検診( ～ 年全 ･ 年該当者)22 22火 Ｃ 波戸岬研修( 年) 木1 13:30 1 ,2 3

水 Ｃ 金23 23

木 Ｃ 土 心臓検診(予備)24 24

金 特 鏡山登山(雨天時①開校記念式典) 日 危険物取扱者試験25 25

土 月26 26

日 火27 27

月 平 数学会開始、結核検診( 年職員) 水28 281 ,
火 昭和の日 木29 29

尿検査 次(再･未)30 30水 平 金 高校総体開会式 2

尿検査 次(予備)31 土 高校総体( 日目)2 2

ＨＴ：ヒューマントレーニング ＳＣ：スクールカウンセラー来校 キ：機械科 デ：電気科 ド：土木科 ケ：建築科 ⓐ建築科マイスター派遣事業:

新任式・始業式、頭髪服装検査
ｱﾝｹｰﾄ(保険調査、顎関節、耳鼻

年基礎学力ﾃｽﾄ(～ 日) 顎関節ｱﾝｹｰﾄ( 年)1 11 , 1
※①②40'+③④50'+⑤⑥40'

年のみ⑥⑦部活紹介1
※①②50'+③～⑤40'

内科検診 ( ～)1 12:35
尿検査１次

( 環境美化 ･ ｸﾗｽ扱い)HR 1: ,2 3:
内科検診(1,2年,12:35～) 尿検査1次(未検査者)

内科検診
( 年 ～)2,3 12:35

(生徒総会)HR
内科検診(3年12:35～)

①～③ ④授業参観 総会45' ,50' +
(振替日6/2)

眼科検診
(全 ～ )13:30

× 掃除 ④総体壮行会･ものづくり壮行会40' 3+ +
国小テスト①､英小テスト②

( ﾚﾃﾞｨﾈｽ､ 職業適性 履歴書指導)HR 1 2 ,3
総会欠席者会PTA



令和７年４月号

◎令和６年度 松濤同窓会入会式
２月２７日(木)に唐津工業高校松濤同窓会長 吉井清隆様、副会長 坂本慎一郎様、森啓

二様、顧問 藤元秀幸様の４名のご臨席を賜り、第６３期卒業生１４４名の同窓会入会式が

執り行われました。吉井会長の入会許可と入会祝辞の後、電気科３年の松﨑蒼真さんが「同

窓会に入会が許可され、嬉しさと身の引き締まる思いです。これからは同窓会発展のために

尽力します」と代表挨拶をしました。最後に、会長から卒業記念品が贈呈され、機械科３年

の前川陸飛さんが生徒を代表して受け取りました。また、森啓二副会長より、会則の説明が

行われ 「全国には地区ごとに同窓会支部があり、それぞれの地区で親睦を深め、助け合い、

ながら活動をしています。困った事があれば遠慮無く相談して下さい」との言葉を頂きまし

た。最後に、同窓会事務局より、６３期生のクラスごとの幹事が紹介されました。これらの

幹事により今後、同窓会総会やクラス会などのお世話をしてもらうことになっています。

■６３期生幹事

【機械科】道喜翔龍、百武寛和 【電気科】栗原太地、中島桜太郎 【土木科】勝山宝仁、浪口 剛 【建築科】内山瑠花、三井暁斗

◎第６３回 卒業証書授与式
、 。 、２月２８日(金) 第６３回卒業証書授与式が挙行されました 卒業生入場のあと厳粛な中

各担任が一人一人を呼名し起立し、クラスの代表者が壇上で東福昌勝学校長から卒業証書を

授与されました。学校長式辞では「 起て、察よ、邁け”の校訓のもと、努力と研鑽を重ね“

成長し、本日晴れて卒業の日を迎える事ができました。しかし同時に家族や先生方、先輩、

後輩、地域の方々に支えられてきたことを忘れてはいけません。人生の次のステップへ進む

皆さんへ「それでもなお」という言葉を贈ります。人生において人から理不尽に否定された

り非難されても、それでもなお、人を愛し、正しいと信ずる事を貫き通してください 」と。

の激励の言葉がありました。また、ＰＴＡ会長の青木一里様より「希望を胸に本校へ入学し

た３年間は皆さんにとってどんなものだったでしょうか？。多くの苦労や困難や挫折もあっ

たと思います。その一つ一つが皆さんの経験値としてしっかり刻まれています。ある金メダ

リストが大切にしている言葉があります “何も咲かない日は下へ下へと根を伸ばせ、やが。

て大きな花が咲く”です。大きな花を咲かせるには土台となる強く大きな根が必要です。皆

さんの人生そのものです。自分と周囲の人達を大切にして幸せを引き寄せてください 」と。

の祝辞を頂きました。在校生代表の堤田壮士郎さんの送辞のあと、卒業生代表の古川賢人さ

んからの答辞がありました。最後に保護者代表の坂本麻衣子様から、これまでの教育活動へ

の謝辞と卒業生への励ましを頂きました。

機械科代表 田代 蒼さん 電気科代表 吉田吏輝さん 土木科代表 古川賢人さん 建築科代表 内山瑠花さん

令和７年４月号

◎令和６年度 退任式
令和６年度末の教職員人事異動に伴う退任式が３月２４日(月)に行われました。山口哲也

教頭から、お一人ずつ転退職される先生方の紹介があり、それぞれの先生方から、生徒達と

の想い出や、生徒達の人生の道標となるような言葉をお贈られました。生徒代表の堤田壮四

郎さんから「先生方とお別れするのは寂しいですが、健康に留意され、新任地でのご活躍を

お祈りします 」とのお別れの挨拶がありました。全員で校歌斉唱し、生徒、職員の拍手に。

。 、 。送られて体育館を後にされました 転退職される先生方 これまで大変お世話になりました

先生方の今後益々のご健勝とご活躍をお祈り致します。

【令和６年度人事異動等一覧】

◎令和７年度 新任の先生の紹介
４月７日(月)、今年度新しく、１８名の先生方が本校へ赴任されました。代表して神近

正学校長から「みなさんと一緒に頑張っていきますので、よろしくお願いします 」と挨拶。

をされました。


